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姉
や
か
し
い
新
春
岳
寿
ぎ
、
弛
ん
で

新
年
の
御
挨
拶
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

か
え
り
み
ま
す
と
昨
年
は
、
よ
き
に

つ
け
悪
し
き
に
つ
け
内
外
と
も
に
史
上

雌
大
の
問
題
を
提
起
し
た
年
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

国
際
的
に
は
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
の
妨

中
、
坊
ソ
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
と
ゲ
リ
ラ
製
盤
事
件
や
、
い
つ
解
決

す
る
と
も
わ
か
ら
な
い
ベ
ト
ナ
ム
間
脳

ま
た
国
内
に
お
い
て
は
沖
繩
復
端
、
迎

合
赤
収
の
あ
さ
ま
山
荘
ろ
う
城
と
リ
ン

チ
邪
件
、
田
中
新
内
閣
の
誕
生
と
日
中

国
交
の
樹
立
、
さ
ら
に
は
衆
議
院
の
解

散
、
群
れ
に
は
衆
議
院
議
ｕ
の
総
選
挙

と
鰯
二
次
川
中
内
閣
の
発
足
、
ま
た
、

以
内
で
は
黒
星
滴
の
異
附
発
生
、
県
産

米
の
五
段
階
評
価
の
オ
ー
ル
五
、
さ
ら

に
は
、
保
険
金
欲
し
さ
に
幼
な
い
実
子

を
殺
害
し
た
事
件
な
ど
、
私
の
印
象
に

残
り
ま
し
た
も
の
を
あ
げ
た
だ
け
で
も

例
年
に
な
い
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
問
題
ば

か
り
で
す
。

こ
の
よ
う
に
復
雑
化
し
て
参
り
ま
し

た
国
際
状
勢
の
変
化
に
よ
る
影
裡
や
、

田
中
総
理
の
列
励
改
造
論
に
基
．
つ
く
国

●

謹
ん
で
新
年
の

御
祝
詞
を
申
し
あ
げ
ま
す

の
施
策
は
、
現
征
私
た
ち
の
町
に
お
い

て
も
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問

題
と
し
て
身
近
か
に
感
し
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
町
の
行
政

上
の
こ
と
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
ま
す
と

い
ろ
い
ろ
と
粁
余
曲
折
は
ご
ざ
い
ま
し

た
が
、
主
な
る
こ
と
が
ら
で
は
、
町
北

五
広
域
圏
継
続
事
業
の
町
道
幣
附
を
は

じ
め
淵
瀬
小
学
校
新
築
第
二
期
工
事
の

光
成
、
喜
艮
市
小
学
校
の
校
地
造
成
、

金
木
町
中
央
公
民
舘
用
地
の
取
得
、
上

水
道
川
地
下
水
の
試
掘
洲
査
、
さ
ら
に

は
山
村
振
興
法
に
基
づ
い
て
建
立
し
た

野
良
市
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
の
新
築
落

成
と
、
沢
部
保
健
紙
祉
舗
の
落
成
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
ひ
と
え
に

町
議
会
は
じ
め
、
町
民
の
僻
さ
ま
の
御

即
解
あ
る
御
協
力
と
、
関
係
機
関
の
絶

大
な
る
御
支
援
に
よ
る
賜
と
存
じ
、
心

か
ら
感
謝
の
激
を
表
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。な

お
、
今
年
は
Ⅲ
事
者
と
し
て
の
私

に
と
り
ま
し
て
は
町
長
三
期
目
の
殴
後

の
年
を
迎
え
る
重
大
な
時
で
も
あ
り
、

そ
れ
だ
け
に
椣
重
に
町
づ
く
り
の
職
想

を
ま
と
め
る
年
で
あ
る
と
考
え
、
全
力

●

を
傾
注
す
る
党
悟
を
決
め
て
お
り
ま

す
。

そ
の
た
め
に
は
、
弘
柵
大
学
の
小
林

教
授
を
主
班
と
す
る
洲
介
川
に
お
願
い

げ
ま
す
し
罵
茜
し
た
「
金
木
町
振
興
対
策
離

水
洲
從
報
杵
曲
一
に
韮
づ
い
て
の
「
股

業
と
観
光
の
町
づ
く
り
」
を
椛
進
す
る

具
体
的
な
川
の
振
興
帥
凹
を
策
定
す
る

と
と
も
に
、
当
地
域
の
舩
燗
な
観
光
と

金
木
町
長
唯
業
賛
源
を
開
発
し
、
史
に
環
境
辮
備

に
服
点
を
お
く
ほ
か
、
出
か
せ
ぎ
を
解

消
す
る
た
め
地
域
の
股
業
従
事
者
の
就

三
上
武
男
梁
率
を
耐
め
て
所
得
の
蝋
大
蕾
ば
か
る

た
め
に
、
ま
づ
、
股
業
関
係
で
は
大
規
棋

埴
地
州
発
蜘
業
の
実
地
調
住
を
行
う
。

一
方
、
畑
作
パ
イ
ロ
ッ
ト
稚
附
邪
業

の
蛎
二
年
次
の
実
施
、
観
光
面
で
は
自

島
現
征
私
た
ち
の
町
に
お
い
然
休
琵
村
の
指
定
を
う
け
、
そ
の
他
の

り
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
那
業
と
し
て
は
、
ｔ
水
道
の
第
一
年
度

し
身
近
か
に
感
し
る
よ
う
に
な
の
に
邪
、
雅
地
公
剛
施
設
柊
備
誹
画
の

悟
そ
し
て
さ
ら
に
町
の
行
政
具
体
化
、
中
央
公
民
航
の
建
波
、
再
良

こ
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
ま
す
と
市
小
学
校
第
一
期
工
州
な
ど
を
足
非
と

つ
と
締
余
曲
折
は
ご
ざ
い
ま
し
も
手
が
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

土
な
る
こ
と
が
ら
で
は
、
町
北
ま
た
、
Ｍ
、
県
関
係
で
は
小
川
川
土

幽
継
続
事
業
の
町
道
幣
附
を
は
地
改
良
掛
業
の
促
進
、
主
痩
地
方
道
屏

畑
小
学
校
新
築
第
二
期
工
事
の
風
山
内
真
部
線
の
光
成
に
伴
い
舗
装
を

琶
艮
市
小
学
校
の
校
地
造
成
、
前
提
と
し
た
改
良
と
、
沸
瀬
バ
イ
パ
ス

申
央
公
民
舘
用
地
の
取
得
、
上
竝
路
の
滴
Ｌ
促
進
、
さ
ら
に
当
地
域
唯

叫
下
水
の
試
掘
洲
査
、
さ
ら
に
一
の
県
立
金
水
間
等
学
校
力
允
実
を
は

祇
興
法
に
基
づ
い
て
建
立
し
た
か
る
た
め
、
老
朽
化
し
た
校
舎
の
新
築

生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
の
新
築
藩
と
学
級
期
の
実
現
を
促
進
し
、
加
え
て

砿
部
保
健
紙
祉
館
の
落
成
な
ど
が
株
以
養
期
指
導
所
の
移
転
新
築
の
典

ゆ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
ひ
と
え
に
体
化
を
は
か
る
べ
く
努
力
い
た
し
た
い

厩
じ
め
、
町
民
の
僻
さ
ま
の
御
と
存
じ
ま
す
。

。
御
協
力
と
、
関
係
機
関
の
絶
私
は
じ
め
町
理
拙
析
側
と
い
た
し
ま

脚
支
援
に
よ
る
賜
と
存
じ
、
心
し
て
ば
、
こ
の
よ
う
に
亜
大
な
年
を
迎

剛
の
激
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
え
る
に
あ
た
り
、
町
民
の
情
さ
ま
と
と

も
に
雌
邪
乗
り
切
る
べ
く
決
意
を
新
た

・
今
年
は
Ⅲ
事
者
と
し
て
の
私
に
し
、
努
力
す
る
党
慨
で
ご
ざ
い
ま
す

ま
し
て
は
町
長
三
期
目
の
殴
後
か
ら
今
年
は
格
別
の
お
力
添
え
を
賜
わ

迎
え
る
重
大
な
時
で
も
あ
り
、
ら
ん
こ
と
を
念
願
し
、
所
懐
の
一
端
を

け
に
椣
重
に
町
づ
く
り
の
職
想
叩
し
述
べ
て
年
肌
の
挨
拶
と
い
た
し
ま

め
る
年
で
あ
る
と
考
え
、
全
力
す
。

…

…
‐
！

毎
月
第
三
日
曜
日
は

家
庭
の
日

家
庭
と
は

家
族
が
愛
と
偏
加
に
紬
ば
れ
た

家
隆
こ
そ
、
幸
禍
の
源
泉
で
あ
り

人
生
の
オ
ア
シ
ス
で
す
。
す
べ
て

の
人
が
、
毎
日
、
そ
こ
か
ら
出
て

そ
こ
に
州
り
、
疲
れ
や
か
ら
だ
を

い
や
す
「
い
こ
い
刀
場
」
で
あ
り

な
ん
の
気
が
ね
も
秘
裕
も
な
く
、

お
瓦
い
に
苦
し
み
や
悩
み
を
語
り

あ
う
「
や
す
ら
ぎ
の
場
」
で
す
。

こ
の
た
ま
し
い
と
、
か
ら
だ
の

「
ふ
る
さ
と
」
で
知
ら
ず
知
ら
ず

の
間
に
人
間
か
つ
く
ら
れ
て
い
く

の
で
す
。

家
庭
の
日
と
は

師
Ⅱ
が
そ
う
で
あ
り
た
い
と
思

っ
て
も
、
仕
馴
に
追
わ
れ
て
、
と

も
す
れ
ば
家
庭
か
無
同
柑
汕
所
の

よ
う
に
な
り
が
ち
な
の
が
現
実
で

す
。
せ
め
て
Ⅲ
を
決
め
て
大
い
に

反
肯
し
、
で
き
る
だ
け
家
庇
を
本

来
の
淡
に
か
え
し
た
い
。
そ
ん
な

念
願
か
ら
、
宵
森
雌
で
は
、
征
月

の
鯛
二
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
を
「
家
庭
の
Ⅱ
」

と
し
ま
し
た
。

家
庭
の
日
に
は

家
庭
の
日
に
は
次
の
よ
う
な
こ

と
を
し
ま
し
ょ
う
。

仙
家
峡
み
ん
な
が
顔
を
そ
ろ
え
て

食
小
を
と
も
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
ひ
こ
ろ
、
ｎ
分
か
思
っ
て
い
る

こ
と
を
、
み
ん
な
で
細
し
あ
い

ま
し
ょ
う
。

剛
な
に
か
ひ
と
つ
、
Ⅲ
標
か
計
画

を
た
て
ま
し
ょ
う
。

い
で
き
れ
ば
、
み
ん
な
で
仕
事
を

し
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ

エ
ー
ン
ョ
ン
を
し
ま
し
ょ
う
。I
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豚
気
肌
疽
予
防
費
補
助
三
十
万
円
。
昭
和
四
十
六
年
四
月
よ
り
欠
且
と
な
っ

土
木
閏
Ｉ
給
料
（
改
訂
分
）
百
三
十
五
て
い
る
、
金
木
町
固
定
資
産
椰
価
凸
避

万
二
千
円
、
側
満
ふ
た
三
十
万
円
、
防
任
に
つ
い
て
万
場
一
致
で
元
町
議
会
談

雪
柵
工
恥
諦
負
賀
九
十
七
万
四
千
円
、
貝
古
川
角
雄
氏
（
喜
艮
市
）
が
進
任
さ

住
宅
修
繕
費
四
十
万
円
。
“
れ
ま
し
た
。

万
四
千
円
、
老
人
医
縦
費
五
百
六
万
一

千
円
。

労
伽
批
Ⅱ
出
稼
ぎ
先
訪
問
旅
費
二
十
二

万
二
千
円
。

股
林
水
産
業
費
Ⅱ
給
料
（
改
訂
分
）
百
五

十
二
万
七
千
円
、
り
ん
ご
黒
星
病
被
害

樹
及
び
放
任
樹
伐
採
補
悩
費
二
百
万
円

○
第
六
十
三
Ｍ
金
木
町
縦
会
定
例
会
は
去
る
十
二
月
十
○

○
六
日
か
ら
十
九
日
ま
で
四
日
間
に
わ
た
っ
て
Ⅲ
か
れ
○

○
ま
し
た
。
こ
の
定
例
会
で
は
、
昭
和
四
十
七
年
度
の
○

○
一
般
会
汁
補
正
予
算
並
び
に
国
民
健
服
保
険
特
別
会
○

○
計
補
正
予
卵
を
は
じ
め
、
特
別
職
お
よ
び
、
一
般
職
○

○
口
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
○

○
の
件
な
ど
十
五
案
件
が
提
案
さ
れ
、
い
づ
れ
も
原
案
○

○
ど
お
り
議
決
に
な
り
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
四
十
七
○

○
年
度
一
般
会
帥
予
算
総
額
は
、
今
回
の
補
正
額
二
千
○

○
五
百
九
十
九
万
四
千
円
を
加
え
て
七
徳
六
千
四
百
十
○

○
七
万
七
千
円
と
大
き
な
予
算
に
な
り
ま
し
た
。
○

な
お
、
一
般
会
計
補
正
予
卯
の
歳
出
消
防
賀
１
津
峰
北
部
消
防
耶
務
組
合
負

の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。
担
金
三
百
十
万
二
千
円
。

議
会
費
Ⅱ
報
酬
（
報
酬
密
か
ら
の
答
申
教
育
閏
Ⅱ
給
料
（
改
訂
分
）
二
百
十
八

に
雄
づ
く
引
上
分
）
二
百
八
十
四
万
円
万
六
千
円
、
那
瀬
小
学
校
節
三
期
工
邸

総
務
出
Ｉ
給
与
、
手
当
（
給
与
改
訂
分
）
四
○
％
繰
上
分
六
百
二
万
八
千
円
。

五
百
八
十
九
万
円
、
将
用
費
百
三
十
八
諸
支
出
金
Ⅱ
各
種
預
金
利
子
俄
立
金
百

万
円
、
金
商
破
地
払
下
寄
附
金
追
加
分
十
七
万
一
千
円
。

五
百
四
十
万
円
、
納
税
貯
誌
組
合
報
倫
，
：
く
・
参
．
．
●
診
・
、
．
．
●
．
．
：
：
：
●
●
：
鰯
●
：
：
：
．
“
：
●
参
：
●
〃
ｊ
・
・
参
：

金
六
十
万
円
。

固
定
資
産
評
価
員
に

民
生
徴
Ｉ
給
料
（
改
訂
分
）
六
百
十
五
古
川
角
雄
氏
を
選
任

万
卿
子
９
、
ど
人
畳
瞬
呼
丘
ヨ
ベ
ワ
ー

園
一
一
千
五
百
九
十
九
万
四
千
円
の
補
正

昭
和
岬
年
度

棚
洲
僻
鵬
紳
人
件
費
を
重
占
だ

●

去
る
十
二

月
二
十
八
日

招
雌
の
第
七

十
九
回
金
木

町
縦
会
脇
時

会
に
お
い
て

昭
和
川
十
五
年
度
で
、
山
村
振
興
法

に
基
づ
く
、
振
興
川
村
農
林
漁
業
特
別

開
発
邪
業
実
施
地
域
と
し
て
指
定
に
な

賑興山ﾎ儂林漁業糊l1開発事業
I

罎諄 喜肺蠅鱸ｾﾝﾀー

国庫、県補助金

簡易保険積立還元融資などで
っ
て
い
た
金
木
町
（
旧
蒋
良
市
村
地
区
）

で
は
、
産
業
雄
醗
お
よ
び
生
活
環
境
の

盤
伽
を
川
的
に
昭
和
四
十
六
年
度
か
ら

四
十
九
年
ま
で
川
ケ
年
計
画
で
行
わ
れ

て
い
る
柏
木
線
（
爾
艮
巾
）
道
路
改
良

旺
珊
に
引
統
き
、
再
良
巾
生
活
改
茜
セ

ン
タ
ー
の
早
期
光
成
を
い
そ
い
で
い
ま

し
た
が
、
昨
年
十
一
月
に
竣
泄
し
、
Ⅱ

下
地
域
住
民
に
開
放
さ
れ
、
利
川
率
も

尚
く
、
施
設
に
ふ
さ
わ
し
い
活
川
に
、

折
導
機
関
を
は
じ
め
各
関
係
剛
体
な
ど

か
ら
も
よ
ろ
こ
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
山
村
地
域
住
比

の
生
活
蝋
境
の
改
餅
を
は
か
る
側
的
に

生
活
改
群
の
繩
習
、
研
修
、
実
習
、
股

邪
撒
紙
を
は
じ
め
、
冠
蛎
葬
祭
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
築
会
に
利
川
で
き
る
生
活
改

謹
の
拠
点
と
な
る
間
飛
な
性
格
を
も
つ

保
健
福
祉
の
向
上
に

保
健
福
祉
館
茨

沢
部
↑

●

施
投
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
邪
業
は
脚
と
鼎
の
捕
助

金
お
よ
び
、
郵
使
川
か
ら
の
簡
易
保
険

械
立
金
逓
元
融
浅
な
ど
に
よ
る
総
耶
業

甜
一
千
百
川
十
万
円
で
、
木
造
モ
ル
タ

ル
ニ
附
雌
、
延
而
砿
三
六
○
・
○
四
五

平
方
メ
ー
ト
ル
（
一
○
九
・
一
○
坪
）

の
も
の
で
あ
り
ま
す
。

内
部
の
幟
造
も
近
代
雌
築
技
術
を
生

か
し
た
、
施
設
に
マ
ッ
チ
し
た
利
用
川

仙
の
あ
る
設
計
が
と
り
い
れ
ら
れ
て
い

ま
す
。邪

業
饗
の
負
担
区
分
は
旧
庫
補
助
金

四
百
七
十
八
万
八
千
円
、
叫
衲
助
金
百

十
四
万
円
、
郵
便
肋
か
ら
の
簡
易
釉
立

迩
元
剛
貸
金
二
両
五
十
万
円
を
含
め
た

町
出
五
百
川
十
七
刀
二
千
円
、
合
帥
一

千
百
四
十
万
円
で
す
。

戸
巨
』
〆
〆
戸
厚
医
ア
ノ
ヒ

■
９
Ｆ
‐
Ｊ
再
４
４
４
７
７
■
面
ｑ
画

0m狸』｣1M岨』IMDIE貯

(2）
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鴬雛灘

金
木

新
缶
魂
木 ｜

鶏織繼

生産体制の確立が急務
長谷地所長

こ
の
帥
凹
は
三
ケ
年
紺
凹
珊
業
で
、

移
転
新
築
に
つ
い
て
、
長
谷
地
盤
期
括

導
所
踵
は
、
次
の
よ
う
に
活
し
て
い
ま

す
。

採
卵
鶏
に
つ
い
て

本
映
の
養
則
は
飼
埜
規
棋
の
砿
大
、

大
地
盤
期
の
発
足
な
ど
に
よ
り
、
飼
進

羽
数
は
約
四
百
万
羽
を
数
え
、
そ
の
生

産
額
は
約
七
十
八
値
円
で
総
畜
雌
生
雁

額
の
約
三
八
％
を
示
め
し
て
い
る
。

県
で
は
〃
り
ん
ご
日
本
一
〃
に
つ
ぐ
畜
産
卍
似
を
Ⅱ
術
し
、
侭
剛
に
も
力

を
注
い
で
い
ま
す
。

当
町
に
お
い
て
も
、
米
の
生
産
鋼
雅
に
よ
る
減
反
、
急
速
な
枢
作
、
あ
る

い
は
季
節
労
務
者
と
し
て
の
出
か
せ
ぎ
な
ど
に
懸
命
で
あ
り
ま
す
が
、
依
然

と
し
て
尚
鵬
す
る
物
価
に
追
い
つ
け
ず
、
不
安
な
師
Ｈ
を
送
っ
て
い
る
現
状

で
あ
り
ま
す
。

拳
い
に
し
て
雌
で
は
、
こ
れ
ら
の
対
飛
は
勿
論
、
こ
れ
ま
で
の
侭
鵡
維
蹴

規
椣
を
拡
大
し
、
合
理
的
で
健
全
な
錐
削
維
懲
を
は
か
る
た
め
、
よ
り
一
脚

の
迷
創
知
倣
と
、
管
剛
技
術
の
折
導
を
Ⅲ
的
に
、
現
化
当
町
に
あ
る
吋
森
喋

催
別
指
導
所
話
移
転
新
築
（
旧
競
蝿
助
附
近
）
し
、
地
域
の
侭
則
術
導
に
あ

た
る
こ
と
に
ば
り
ま
し
た
。

雛
囎
の
技
術
指
導
と

規
模
の
拡
大

●

1

こ
の
よ
う
に
水
以
の
盤
則
は
急
速
な

発
腱
を
し
た
か
、
餐
珊
を
と
り
ま
く
洲

怖
勢
か
き
び
し
く
生
雌
物
価
格
の
瞳
期

低
迷
、
経
湾
費
の
剛
大
、
加
え
て
符
棚

鋤
炳
の
蔓
延
に
よ
る
育
成
率
の
低
ド
、

則
施
処
理
群
の
公
秤
間
魎
な
ど
は
生
唯

コ
ス
ト
商
に
拍
巾
を
か
け
て
い
る
火
愉

養鶴指導所移転;|画概要

1．建物関係

(1)lj:舎、鶏舎惇の幣備

イ、庁舎302.577f(91.50坪）
ロ、鶏舎1.844.8㎡(540坪）
｡、成鶏舎614.9㎡（168坪）
b、育雛施没青離合158.7Wi(48坪）

'l1"218.277t(66坪）

大ン535.6㎡（162坪）
c、ブロイラー離合317.471f(96bli)

（2）付柵施‘没

イ、伽料LIi79.4wi(24坪）

ロ、洗卵選別顎59.671f(18坪）

ノ､、堆肥森わら慨場79.47㎡（24坪）
二、沈鶏処即所62.9㎡（19坪）
ホ、鶏尖乾燥所66.27㎡（20坪）
へ、砧所29． 8 ㎡ （ 9 坪 ）
卜、公舎3抑(一)~了述)1884㎡（57坪）

5〃（二ji")459.9㎡(150坪）
8〃(物lifi)128.9㎡(39坪）

チ、車叩59.6㎡（18坪）

リ、物IIIII!Iili66.2"f(20坪）
ヌ、燃料庫7.5"f(225112)
ル、焼却ノリr5.0㎡(1.5坪）

2．機械器具関係

3整地，給水、電気工事等

・イ、橘也、排ｲ〈、ノ|:戸工邪

！]、通路［1ド

ノ､、脳気、紅話、紬剛ｲ〈画ド

ニ、その他

年度別計画内容（3ヶ年,;|他i)

昭和48年度敵地、iu気L邪等

|旧1149年度建物I:#j、機械器典呼

IIHf1150年度建物[:ijI'#、機械器LLW

に

で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
間
脳
を
解
決
し
て
健
粂
な

養
鋤
経
徴
を
は
か
る
た
め
、
新
時
代
に

適
応
し
た
生
雌
体
制
伽
確
立
か
急
務
で

あ
る
。

経
僻
規
悦
か
大
型
化
す
る
樫
触
れ
た

絲
脚
能
刀
と
琶
地
技
術
が
要
求
さ
れ
る

か
、
本
以
の
産
鯛
は
思
速
に
大
珊
化
し

た
一
た
め
、
二
、
三
の
養
鯛
家
を
除
い
て

は
維
桝
営
州
技
術
が
作
っ
て
い
な
い
現

状
で
あ
り
、
継
儲
の
悪
化
に
拍
耶
を
か

け
て
い
る
。

今
後
、
と
く
に
維
慨
悔
即
技
術
か
必

要
で
．
折
導
は
火
際
に
即
脳
し
た
も
の

で
な
け
れ
は
な
ら
な
い
の
で
、
飢
の
飼

育
に
よ
り
徳
川
技
術
、
経
済
性
を
追
求

し
、
桁
導
の
黄
料
を
冊
、
一
肘
の
折
導

効
果
を
尚
め
る
こ
と
か
必
要
で
あ
る
。

飼
育
羽
数
に
お
い
て
は
五
千
判
か
ら

一
万
羽
が
本
雌
雄
鯛
の
、
韮
岫
で
あ
り
、

大
型
従
鵡
に
お
い
て
も
五
千
羽
の
錐
合

体
と
な
っ
て
あ
る
た
め
火
際
の
折
導
に

応
川
で
き
る
。

ブ
ロ
イ
ラ
ー
に
つ
い
て

近
年
ブ
ロ
イ
ラ
‐
，
を
中
心
と
し
た
食

薊
の
消
尚
垪
大
に
と
も
な
い
、
そ
の
生

●

雌
も
急
速
に
伸
び
、
年
間
約
二
両
五
十

万
羽
の
此
雌
が
な
さ
れ
て
い
る
。

水
峡
の
ブ
ロ
イ
ラ
ー
飼
育
は
歴
史
が

浅
く
、
従
っ
て
生
雌
絲
桝
技
術
伽
に
問

題
か
多
く
、
特
に
械
僻
寒
冷
地
に
お
け

る
季
節
加
の
生
雌
技
術
体
系
の
確
矼
か

覗
饗
な
諜
胆
と
な
っ
て
い
る
。

飼
育
規
椣
に
お
い
て
は
、
あ
く
ま
で

も
股
業
絲
営
内
に
お
け
る
余
剰
労
力
の

斫
川
が
川
来
る
範
川
内
に
Ⅲ
め
、
家
族

労
側
で
の
伽
蕗
川
能
羽
数
（
特
州
播
州

時
一
人
）
で
あ
る
、
川
脈
式
千
ｒ
五
千

羽
川
何
の
形
態
を
進
め
る
こ
と
か
特
に

必
安
と
思
わ
れ
、
こ
れ
が
ひ
い
て
は
膿

の
進
め
て
い
る
川
稼
ぎ
解
消
対
飛
の
一

助
に
も
な
る
と
思
わ
れ
る
。

今
後
経
慨
の
合
肌
化
を
推
進
す
る
た

め
械
榔
的
な
擶
導
が
必
盤
で
あ
り
、
ブ

ロ
イ
ラ
ー
の
伽
行
に
よ
、
生
雌
技
術
、

継
済
性
を
追
求
し
、
脂
導
効
果
を
尚
め

る
た
め
剛
錐
す
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
即
川
か
ら
採
卵
則
光
千
判
、

ブ
ロ
イ
ラ
ー
三
千
羽
を
飼
育
し
、
こ
れ

に
必
要
な
移
転
絲
間
と
し
て
一
他
門
余

を
兇
込
ん
で
お
り
、
紺
阿
の
概
要
は
別

災
の
と
お
り
で
す
。

(3）
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１
Ｉ
Ｊ
４
剣
１
１

郁
市
化
か
す
す
ん
で

卯
Ⅷ
潅
浬
伽
徽
盤

理
ん
で
い
る
人
び
と
は
お

瓦
い
に
他
人
に
艇
関
心

に
な
り
ま
す
。
と
く
に
背
少
年
は
、
親

滞
な
人
間
的
交
流
に
欠
け
た
生
活
環
境

の
な
か
で
疎
外
感
や
孤
独
感
に
悩
み
、

あ
る
い
は
挙
楽
的
、
断
動
的
な
生
活
態

度
に
陥
り
、
つ
い
に
は
非
行
に
走
る
場

合
も
多
く
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
背
少
年
が
進
ん
で
青
年

川
や
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
剛
体
に
加
入
し

親
し
い
友
人
を
も
っ
て
枇
極
的
に
自
主

的
活
動
を
す
る
よ
う
に
す
す
め
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
サ
ー
ク
ル
や
グ
ル
ー
プ

に
参
加
す
る
と
、

⑩
疑
い
を
も
っ
て
物
邪
に
接
し
、
自
分

の
力
で
も
の
ご
と
を
筋
道
た
て
て
考

え
る
力
が
産
わ
れ
ま
す
。

②
い
う
べ
き
こ
と
は
、
は
っ
き
り
と
い

昨
年
四
月
、
金
木
町
若
松
町
、
三
上

加
奈
子
さ
ん
（
傭
彦
二
女
一
○
才
）
は

拾
得
金
五
百
円
を
金
木
警
察
署
に
届
け

十
月
に
期
間
満
ｒ
と
な
り
、
本
人
に
通

環境のよい

地域社会を守り
歳
末
た
す
け
あ
い
に

加
奈
子
さ
ん
の
善
行

青
少
年
の
団
体
活
動
を

す
す
め
ま
し
ょ
う

金小4年

三卜加奈子

い
、
ゆ
ず
る
べ
き
こ
と
は
ゆ
す
る
柔

収
性
の
あ
る
思
胆
が
生
ま
れ
ま
す
。

側
間
分
の
か
く
れ
た
才
能
に
目
弛
め
、

他
の
背
少
年
の
か
く
れ
た
才
能
を
発

兄
し
、
育
て
る
創
造
性
か
愛
わ
れ
ま

す
。

㈱
他
の
〃
少
年
の
お
か
れ
た
境
遇
を
即

知
的
に
科
学
的
に
理
解
す
る
感
受
性

が
迷
わ
れ
ま
す
。

⑤
自
分
よ
り
遅
れ
て
い
る
人
を
大
切
に

し
、
尚
め
よ
う
と
す
る
努
力
と
思
い

や
り
が
で
き
ま
す
。

⑥
物
邪
を
社
会
的
関
連
を
も
っ
て
と
ら

え
、
し
か
も
蝿
か
な
怖
拠
を
も
っ
た

人
間
性
が
育
ち
ま
す
。

、
珊
態
を
符
観
的
に
即
解
し
た
う
え
で

自
分
も
嘘
牲
を
払
い
、
仲
間
に
奉
仕

す
る
協
洲
性
な
ど
を
身
に
つ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
効
果
が
あ
り
ま
す
か

何
よ
り
も
連
椛
感
を
強
め
、
不
安
感
。

付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
加
奈
子
さ
ん
は
、
そ
の
通
付
金
を

「
困
っ
て
い
る
人
に
差
し
上
げ
て
く
だ

さ
い
」
と
差
し
出
し
ま
し
た
。

幼
い
川
奈
子
さ
ん
の
大
人
に
も
ま
さ

る
慈
し
み
の
あ
る
こ
の
心
緒
は
、
歳
末

た
す
け
あ
い
運
動
に
ふ
さ
わ
し
い
藩
恵

と
、
関
係
機
関
を
は
じ
め
住
民
か
ら
も

感
謝
さ
れ
、
身
の
ひ
き
し
ま
る
お
も
い

で
加
奈
子
さ
ん
の
善
行
に
あ
ら
た
め
て

感
動
し
て
い
ま
す
。

Ｉ
４
４
ｑ
ｌ
４
１
４
Ｉ
１
Ｊ
１
Ｉ

●

孤
独
感
を
解
消
し
、
規
俳
・
協
側
・
奉

仕
の
糀
神
を
身
に
つ
け
る
こ
と
か
で
き

ま
す
。昭

和
四
十
五
年
に
行
な
わ
れ
た
総
理

府
Ｗ
少
年
対
策
本
部
の
一
‐
汀
少
年
の
述

柵
感
な
ど
に
関
す
る
捌
從
」
に
よ
り
ま

す
と
、
本
叫
の
灯
少
年
の
六
七
・
一
％

が
グ
ル
ー
プ
・
サ
ー
ク
ル
へ
加
入
し
て

い
ま
せ
ん
。
と
く
に
郁
巾
部
に
お
い
て

そ
れ
が
珈
将
で
す
。
し
か
し
、
こ
う
し

た
バ
ラ
バ
ラ
の
よ
う
に
兄
え
る
背
少
年

毎
日
の
よ
う
に
、
新
聞
は
交
通
事
故

の
肥
馴
か
戦
っ
て
い
な
い
日
は
な
か
な

か
あ
り
ま
せ
ん
。

部
会
は
も
ち
ろ
ん
、
農
山
漁
村
で
も

も
は
や
道
路
に
安
全
交
通
は
な
い
も
の

と
思
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
交
通

耶
故
に
よ
る
職
牲
者
は
年
を
追
っ
て
悲

惨
な
肥
録
を
史
新
し
て
い
ま
す
。

と
く
に
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
の
交
通

事
故
は
毎
年
ふ
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
間
も
な
く
新
入
学
児
亜
の
通
学
が
始

ま
り
ま
す
。
か
わ
い
ら
し
い
一
年
生
か

交
通
邪
故
で
け
が
を
し
た
り
、
生
命
を

こ
わ
い
交
通
事
故

実
地
指
導
も
大
切

礒 家薪 …
Ｉ

一
森

乖
十
‐ 比呂志

葱〉（て
回

罰

震
蕊県蕊
よかぽん

；

１
１
１

も
、
仲
間
と
い
た
い
、
締
り
合
い
た
い

と
い
う
希
望
を
も
っ
て
い
ま
す
。

各
地
城
で
サ
ー
ク
ル
・
グ
ル
ー
プ
な

ど
の
青
少
年
川
休
が
す
で
に
多
数
結
成

さ
れ
て
い
ま
す
か
、
テ
レ
ビ
に
終
Ⅱ
か

じ
り
つ
い
て
い
る
青
少
年
や
、
街
頭
を

う
ろ
つ
い
て
い
る
〃
少
年
か
な
く
な
る

よ
う
に
、
青
少
年
剛
体
に
加
入
す
る
よ

う
に
す
す
め
ま
し
ょ
う
。
大
人
は
、
耐

少
年
の
川
体
活
助
に
温
い
即
解
を
も

ち
、
活
助
し
や
す
い
よ
う
に
協
力
し
て

や
る
こ
と
が
必
典
で
す
。

火
な
っ
た
り
す
る
こ
と
は
何
と
し
て
も

防
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も

を
交
通
鞭
故
か
ら
守
る
に
は
ど
う
す
れ

ば
い
い
か
、
一
緒
に
砦
え
て
み
ま
し
ょ

う
Ｏ

ま
ず
、
実
地
に
お
母
さ
ん
か
お
父
さ

ん
と
一
緒
に
歩
い
て
み
る
こ
と
で
す
。

僧
号
の
な
い
と
こ
ろ
や
横
断
歩
道
の
な

い
と
こ
ろ
は
と
く
に
注
意
し
て
、
く
り

か
え
し
、
く
り
か
え
し
、
料
慣
化
す
る

ま
で
教
え
ま
す
。

と
く
に
低
学
年
の
お
子
さ
ん
で
す
と

忘
れ
物
を
と
り
に
、
道
路
の
ま
ん
中
か

ら
で
も
急
に
引
き
か
え
す
甥
合
が
一
番

危
険
で
す
。

透
綾
時
よ
り
も
下
校
時
に
邪
故
が
多

い
の
も
、
解
放
感
か
気
の
ゆ
る
み
を
起

こ
さ
せ
て
い
る
よ
う
で
す
。
と
く
に
土

Y
、

●

ZI=､/)

B

防t③

勝
甦
芯
撫
覗
識

服
川
と
も

と
い
う
虹

が
側
に
入
ら
な
か
っ
た
り
し
ま
す
。

で
き
れ
ば
、
学
校
へ
の
行
き
州
り
は

上
級
生
を
ま
じ
え
て
小
さ
な
ク
ル
ー
プ

を
こ
し
ら
え
て
行
動
で
き
る
よ
う
に
し

て
や
っ
て
み
て
は
・
・
…
。
。

申
請
は
農
協
経
由
で

聴
汕
取
引
税
が
免
除
さ
れ
て
い
る

「
股
梁
川
糀
汕
」
の
叩
請
側
が
決
ま
り

ま
し
た
。

申
鮒
要
舗
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

１
、
申
請
受
付
期
間
は
、

昭
和
四
十
八
年
二
月
八
日
か
ら
十
日

ま
で
（
三
川
間
）
で
す
。

２
、
叩
浦
に
必
要
な
講
川
紙
は
、
股
協

に
あ
り
ま
す
か
ら
ご
利
川
下
さ
い
。

３
、
免
税
伽
の
交
付
は
数
咄
が
決
定
次

第
送
付
い
た
し
ま
す
か
ら
、
郵
送
料

（
＃
制
）
百
二
十
円
を
添
え
て
股
協

ま
た
は
、
販
売
店
を
経
由
し
て
申
講

し
て
く
だ
さ
い
。

４
、
不
明
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
五
所

川
陳
隈
税
酬
務
所
課
税
裸
幡
汕
取
引

係
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

湛
紺
丘
所
川
腺
．
五
Ｍ
二
五
四
九
番

農
家
の
み
な
さ
ん
へ

（
２
月
８
日
ｊ
扣
日
）

免
税
軽
油
の

奎
舗 に

一

(4）
＃ 少
↓ 〆
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申告手続きが変りました

｜
年
金
だ
よ
り
一
で
器
認
灘
総
鯉
粘
第
瀧
謝
せ
す
が
、
年
金
額
は
低
く

に
み
て
も
ら
う
こ
と
が
む
ず
か
し
く
な
厚
生
年
金
に
入
っ
て
い
る
ご
主
人

雌
近
、
年
金
問
題
か
ク
ロ
ー
ズ
ア
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
奥
さ
ん
の
場
合
は
病
戴
や
ケ
ガ
で
身
体
障
押
者
に
な

ツ
プ
さ
れ
、
お
茶
の
間
で
絹
魑
に
な
は
、
こ
れ
ま
で
の
統
帥
か
ら
み
れ
ば
、
鑓
垂
幟
胎
癖
稚
恥
唾
榊
帳
馳
唇
輌
か

っ
て
い
る
一
〃
一
家
庭
も
あ
る
よ
う
で
主
人
に
早
く
死
に
別
れ
る
人
が
多
い
よ
て
も
年
金
か
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
国

す
。
う
で
す
。
こ
の
場
合
、
奥
さ
ん
の
一
人
民
年
金
に
加
入
し
て
い
ま
す
と
、
殿

さ
て
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
〃
奥
さ
ん
ぐ
ら
し
は
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
。
厚
生
低
月
八
千
八
百
円
、
砿
い
傷
寄
の
と

で
、
ご
主
人
の
年
金
を
よ
く
わ
か
つ
年
金
な
ど
で
は
主
人
の
生
き
て
い
る
間
き
ば
月
一
万
一
千
円
の
陳
瞥
年
金
が

て
い
な
い
た
め
に
、
ま
だ
川
支
給
さ
れ
ま
す
。

入
し
て
い
な
い
人
も
多
い
よ
奥
さ
ん
も
国
民
年
金
に
小
さ
い
子
ど
も
を
残
し
て

う
で
す
。
急
に
主
人
が
な
く
な
っ
た
場

物
価
に
は
触
感
な
奥
さ
ん

加
入
し
ま
し
ょ
ニ
フ
合
、
主
人
の
厚
生
年
金
か
ら

も
、
「
私
も
吋
民
年
金
に
入
遺
族
年
金
が
で
な
い
場
合
も

れ
る
の
？
」
と
問
い
返
す
人
が
多
い
は
主
人
に
ど
齢
年
金
が
文
給
さ
れ
ま
す
あ
り
ま
す
。
こ
ん
な
と
き
に
脚
民
年

よ
う
で
す
。
川
の
伽
の
こ
と
に
知
を
が
、
死
別
後
は
老
齢
年
金
の
二
分
の
一
金
に
入
っ
て
い
る
と
、
子
没
も
が
十

奪
わ
れ
て
、
自
分
自
身
の
将
来
の
こ
の
迩
族
年
金
だ
け
で
す
。
八
歳
に
な
る
ま
で
雌
低
月
八
千
四
百

と
は
さ
ほ
ど
切
実
に
感
じ
な
い
の
か
国
民
年
金
が
あ
り
ま
す
円
の
母
干
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

本
貼
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
の
枢
羅
砕
睦
牝
柳
蝿
封
握
匪
卯
痙
睦
錘
適
曄
郵
舘
軸
姓
世
調
い
》
畦
維
伽
沢

も
し
れ
ま
せ
ん
。

の
希
望
加
入
が
、
全
国
的
に
低
い
の
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
国
あ
副
畦
鐘
壬
な
保
障
は
、
だ
ま
っ
て

も
こ
ん
な
こ
と
が
原
因
な
の
か
も
し
尺
年
金
は
二
十
五
年
納
め
た
人
で
月
八
は
う
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
今
す
ぐ
脚
民

れ
ま
せ
ん
。
千
円
の
老
齢
年
金
が
、
六
十
五
歳
か
ら
年
金
に
希
望
加
入
し
て
毎
川
五
百
五

奥
さ
ん
の
老
後
は
不
安
支
結
さ
れ
ま
す
。
二
十
五
年
以
下
で
も
十
円
の
か
け
金
を
し
ま
し
ょ
う
。

事
業
所
得
者
で
、

所
得
税
を
納
め
な
い

人
で
も
「
住
民
税
の

叩
舗
件
を
提
出
す
れ

ば
、
個
人
班
業
税
の

申
告
が
あ
っ
た
も
の

と
み
な
さ
れ
る
」
こ

と
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
現
征
の

所
得
税
の
叩
告
一
本

化
に
加
え
て
、
四
十

七
年
度
の
地
方
税
法

の
改
正
に
よ
り
、
叩

告
手
続
き
が
さ
ら
に

棚
衆
化
さ
れ
た
も
の

で
、
四
十
七
年
所
紳

分
の
叩
告
か
ら
適
川

●

さ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
所
得
税
の

確
定
申
告
神
ま
た
は
住
民
税
の
申
告
心

を
提
施
し
た
場
合
は
、
個
人
馴
業
税
の

申
告
緋
を
出
さ
な
く
て
も
よ
い
こ
と
に

な
っ
た
わ
け
で
す
。

た
だ
、
こ
の
叩
告
制
度
の
改
岻
に
よ

り
、
住
民
税
の
叩
告
椰
に
「
邪
業
税
に

関
す
る
事
項
」
の
把
紬
柵
か
設
け
ら
れ

か

ま
し
た
の
で
、
記
戦
珊
噸
の
説
明
＃
き

に
注
意
さ
れ
、
該
当
す
る
場
合
は
、
も

れ
ば
く
記
戦
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
、

不
明
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
役
場
税

務
課
ま
た
は
映
税
邪
務
所
に
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

老
人
柵
祉
法
が
改
正
に
な
り
、
昭
和

四
十
八
年
一
月
一
日
か
ら
、
柵
七
十
歳

以
ｔ
の
人
が
病
院
な
ど
で
洽
旅
（
入
院

も
含
む
）
を
う
け
る
と
き
は
、
必
典
な

斯
翻
を
そ
ろ
え
て
窓
口
に
麓
し
出
し
ま

す
と
、
こ
れ
ま
で
支
払
っ
て
き
た
医
擦

費
（
入
院
の
場
合
付
添
料
・
室
代
雄
額

分
は
含
ま
な
い
）
は
支
払
う
必
喫
か
な

１
月
１
日
か
ら
所
得
の
制
限
内
で

く
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
今
ま
で
「
社
保
」
五
釧
、

「
国
保
」
三
別
の
一
部
血
担
金
を
公
費

（
国
、
県
、
市
町
村
）
で
負
担
す
る
こ

と
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
所
得
制
限
か
あ
り
、
本
人

ま
た
は
、
配
遇
者
お
よ
び
扶
鑑
義
勝
君

が
、
そ
れ
ぞ
れ
制
限
さ
れ
た
稲
を
こ
え

た
所
押
が
あ
れ
ば
、
医
縦
鋤
は
無
料
に

な
り
ま
せ
ん
。

所
偲
制
限
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

所得制限（年間）
△70歳以上の老人の所得額

1.扶盤親族がない吻合38万円
2.扶進親族が1人の聯合50万5千円
3.扶愛親族が2人以｣この場合

1人につき13万5千円を合算した額
△配遇者又は扶鍵義務者の所偲

1扶産親族かない場合1,323,625円
2.扶錐親族1人の吻合1,518,625円
3.扶産親族が2人以上の賜合

1人につき13万5千円を合算した額

以t,の所得制限に該当しないﾉﾉが、医
瞭凸が無料となります。

◎
こ
れ
か
ら
叩
講
す
る
力
は
次
の
も
の

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
現
伍
使
川
し
て
い
る
保
険
舐
（
社

会
保
険
・
圃
民
他
股
保
険
・
日
雁

健
雌
保
険
・
共
済
組
合
な
ど
の
保

険
証
）

△
印
鑑 ●

夕.■.、，

料
(塁

◎
社
保
の
方
は
必
ず
叩
術
し
て
く
だ
さ

い
。

社
会
保
険
の
被
扶
従
者
は
申
請
手

統
き
を
し
な
け
れ
ば
、
限
嘘
岱
が
無

料
に
な
り
ま
せ
ん
か
ら
注
な
し
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
医
捺
澱
の
一
部
が
被
保
険
者

に
給
付
さ
れ
て
い
る
吻
合
は
、
保
険

機
関
か
ら
附
加
給
付
受
領
の
委
任
状

を
も
ら
っ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
受
診
の
と
き
は
、
役
賜
か
ら
医
療
券

の
交
付
を
う
け
、
被
保
険
者
紙
に
、

受
給
者
舩
と
医
旅
凹
諦
求
餅
（
医
縦

券
）
を
添
え
て
摘
院
等
の
窓
ｕ
に
提

川
し
て
く
だ
さ
い
。

飲酒運転を追放しよう

飲んたら乗らない

乗るなら飲まない

飲ませない

(5）

297
づ
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昭
和
川
十
七
年
一
月
か
ら
発
足
し
た

児
亜
手
当
支
給
制
度
は
段
陪
的
に
実
施

し
て
い
ま
す
。

四
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
は
、

十
八
歳
未
満
の
児
亜
を
三
人
以
上
侭
肯

し
、
そ
の
う
ち
一
人
以
上
が
五
歳
未
満

の
児
亜
で
あ
る
こ
と
が
、
受
給
対
象
の

硫
売
新
聞
社
で
は
、
か
ね
て
よ
り
育

英
奨
学
制
度
を
実
施
し
、
舸
途
侮
為
の

と
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
「
育
英
奨
学
制
度
」
で
あ

り
ま
す
。
現
在
、
そ
の
来
年
度
の
奨
学

生
を
募
集
中
で
す
。
詳
細
は
左
記
に
ハ

； 児
童
手
当
法
改
正
心
へ

（
４
月
１
日
か
ら
）

支
給
範
囲
が
拡
大

「
五
歳
未
満
」
が
「
十
歳
未
淌
」
に

自分の力で働きながら
、
舸
途
禰
為
の

青
年
に
対
し
独

力
で
大
学
に
進

学
す
る
道
を
開

い
て
お
り
ま
す

が
、
今
年
も
そ

の
募
集
の
シ
ー

ズ
ン
に
入
り
ま

し
た
。働

き
な
が
ら

自
分
の
力
で
來

収
お
よ
び
そ
の

周
辺
の
大
学
ま

た
は
、
東
京
理

工
専
門
学
校
に

通
学
す
る
学
生

に
対
し
て
、
奨

学
資
金
を
貸
与

し
、
有
為
の
人

材
の
錐
成
に
っ

ガ
キ
で
問
い
合
わ
せ
る
と
、
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
と
叩
込
伸
を
無
料
で
送
っ
て
く
れ

ま
す
。

記

東
京
部
千
代
川
区
大
手
町
一
の
七
の
一

読
蝿
新
聞
社
内

硫
尤
育
英
奨
学
会
事
務
肋
（
型
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
○
三
’
二
四
二
Ｉ
二
二

要
件
で
し
た
が
、
四
十
八
年
四
月
一
Ｈ

か
ら
は
「
五
歳
未
満
」
を
「
十
歳
未
満
」

に
改
め
ら
れ
、
支
紛
対
象
の
範
朋
が
払

大
さ
れ
ま
し
た
。

（
卜
歳
未
満
と
は
昭
和
三
十
八
年
叫

月
二
日
以
後
に
生
れ
た
児
敢
で
す
）

ま
た
、
拡
大
分
の
協
定
術
求
沸
の
受

●

協
力
し
ま
し
ょ
う

愛
の
献
血

尊
い
生
命
を
救
え
ま
す

保
作
血
液
か
雌
内
は
も
ち
ろ
ん
、
会

同
的
に
も
非
附
に
不
足
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
救
え
る
摘
人
や
、
交
通

珊
故
な
ど
の
咽
傷
者
も
聯
い
生
命
に
か

か
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
う
い
う
人
た
ち
の
た
め
に
、
ま
た

ｎ
分
、
身
の
た
め
に
も
献
Ⅲ
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

こ
の
献
川
惟
進
の
た
め
、
県
Ⅲ
液
セ

ン
ク
ー
で
は
敬
の
日
脚
で
、
移
動
孫
皿

蛎
を
巡
行
し
ま
す
か
ら
、
何
卒
ご
協
力

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
胤

昭
和
相
年
２
月
塑
日

午
削
十
時
三
十
分
か
ら
正
午
ま

で
金
木
町
役
賜
例

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
午
後
一
・
一

時
ま
で
金
木
炳
院
剛

付
け
は
昭
和
四
十
八
年
一
月
か
ら
三
月

三
十
一
日
ま
で
で
す
。

な
お
、
現
花
児
価
手
淵
を
受
給
し
て

い
る
方
で
、
史
に
支
紬
対
象
児
噸
か
ふ

え
て
い
る
賜
合
は
「
児
噸
手
当
額
改
定

術
水
神
」
を
捉
出
し
、
燗
揃
の
乎
統
が

で
き
ま
す
。

該
当
し
て
い
る
刀
は
、
す
み
や
か
に

術
求
し
て
く
だ
さ
い
。
期
間
巾
に
術
求

し
な
い
と
四
川
分
の
手
当
が
受
給
で
き

ま
せ
ん
。

◇
認
定
請
求
書
受
付
期
間

昭
和
四
十
八
年
一
川
五
日
か
ら
Ｍ
望

月
三
十
一
日
ま
で

◇
持
参
す
る
も
の

印
鑑
、
社
会
保
険
被
保
険
朽
祉

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、
役
場
民

生
裸
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

全
戸
加
入
に
ご
協
力
を

二
川
一
日
か
ら
二
十
八
Ｈ
ま
で
、
ｎ

亦
礼
画
期
強
迩
助
川
間
と
し
て
運
動
を

腱
州
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

細
川
、
も
れ
な
く
社
風
川
人
く
だ
さ

る
よ
う
ご
協
力
剛
い
ま
す
。

〃
文
化
生
活
の
ハ
ロ
メ
ー
タ
ー
だ
〃

き
こ
え
は
い
い
か
、
し
つ
は
「
ゴ
ミ
」

で
あ
る
。
こ
の
衷
服
な
代
名
則
を
も
つ

「
ゴ
ミ
一
を
、
と
こ
ろ
、
勘
な
り
も
か

ま
わ
ず
、
家
庭
か
ら
ボ
イ
コ
ッ
ト
す
る

こ
と
は
非
附
に
み
に
く
く
、
附
近
陀
興

に
も
た
い
へ
ん
ご
述
忠
を
か
け
る
給
采

と
な
り
、
向
家
の
は
じ
で
す
。
ま
た
、

こ
れ
を
あ
つ
か
う
人
は
大
変
袴
弾
し
ま

す
。

家
庭
で
始
水
が
で
き
ず
、
向
家
か
ら

追
放
す
る
と
き
は
、
体
内
の
具
合
を
た

し
か
め
、
身
な
り
を
き
ち
ん
と
さ
せ
て

き
め
ら
れ
た
脈
ま
で
硴
狸
に
Ⅲ
け
ま
し

よ
う
。

｜

１
２
月
鴻
日
ま
で
Ｉ

日
赤
社
員

増
強
運
動
月
間

不
衛
生
な

〃
ゴ
ミ
〃
の
処
理

●
Ⅲ
赤
金
木
町
分
Ⅸ
瞳

己
卜
■
夕

I
こ
協
力
ね
が
い
ま
す

心
配
ご
と

相
談
所
開
設

毎
週
木
曜
日

午
前
９
時
ｌ
午
後
３
時

金
木
町
社
会
柵
祉
協
議
会
で
は
、
粁

さ
ん
の
Ｈ
こ
ろ
の
不
安
、
ぎ
も
ん
、
あ

る
い
は
苫
涌
な
ど
を
根
本
的
に
解
消
し

明
る
い
家
庭
と
、
住
み
よ
い
社
会
を
つ

く
る
た
め
に
、
師
過
水
陥
日
、
午
加
九

岬
か
ら
午
後
三
時
ま
で
、
役
陽
一
断

（
別
宗
）
で
〃
心
配
ご
と
州
淡
所
″
を

附
孜
し
て
い
ま
す
。
州
淡
内
容
に
つ
い

て
は
絶
対
秘
帯
を
守
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
か
ら
、
お
戴
柊
に
お
い
で
く
た

さ
い
。こ

の
処
脱
に
つ
い
て
は
次
の
こ
と
に

ご
協
力
ね
が
い
ま
す
。

一
、
収
集
冊
の
川
Ｈ
か
ら
州
さ
な
い

こ
と
“
八
や
猟
に
破
か
い
さ
れ
ま

す
。

二
、
燃
え
る
も
の
と
、
燃
え
な
い
も

の
を
Ⅸ
別
し
て
袋
ま
た
は
紺
に
入

れ
し
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
一
・
、
水
分
の
あ
る
も
の
は
、
水
切
り

を
光
全
に
し
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。

川
、
収
雄
助
所
に
は
き
ち
ん
と
な
ら

べ
、
い
つ
も
き
れ
い
に
し
ま
し
よ

－
つ
０

煙

に

(6）
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▽
夜
寒
を
か
ば
お
う

〃
頭
寒
足
熱
は
健
雌
の
も
と
″
と
い

っ
て
、
頭
を
寒
風
に
さ
ら
し
て
い
る
人

も
あ
り
ま
す
が
、
お
年
寄
り
に
な
る
と

脳
の
血
管
も
か
な
り
硬
く
な
っ
て
い
る

の
で
、
寒
さ
に
あ
う
と
、
Ⅲ
管
が
縮
ん

で
血
圧
が
あ
が
り
、
寒
い
戸
外
に
出
た

と
き
に
、
た
お
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

冬
に
は
、
佃
子
、
手
袋
、
え
り
巻
き

を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
小
さ
な
こ
と
に
注
意
し
た
い

季
節
の
か
わ
り
目
に
は
、
カ
ゼ
を
ひ

か
な
い
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
に

は
、
で
き
る
だ
け
、
入
ご
み
に
出
な
い

よ
う
に
し
、
カ
ゼ
を
ひ
い
て
い
る
人
の

そ
ば
に
い
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ

－
つ
。

気
温
に
あ
わ
せ
て
こ
ま
め
に
衣
服
の

調
節
を
し
ま
し
ょ
う
。
へ
や
の
掃
除
の

と
き
は
、
他
の
へ
や
に
う
つ
り
ま
し
ょ

う
０

足
が
弱
っ
て
い
る
の
で
、
階
段
か
ら

こ
ろ
げ
お
ち
た
り
、
つ
ま
ず
い
て
こ
一
つ

び
や
す
く
、
手
足
や
腰
な
ど
の
丹
折
も

冬
とお

年
寄
り

●

妊
娠
中
毒
症
に
気
を
つ
け
よ
う

「
妊
娠
中
悲
症
」
き
き
な
れ
た
病
名

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
元
郊
な
赤
ち
ゃ

ん
を
生
む
た
め
に
は
も
つ
一
と
も
気
を
つ

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
病
戴
で
す
。

妊
娠
中
澁
症
は
、
妊
娠
し
た
州
人
か

平
均
七
、
八
人
に
一
人
の
割
合
で
か
か

る
ほ
ど
多
い
摘
蕪
で
す
。

と
く
に
冬
に
お
こ
り
や
す
い
の
で
虹

を
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
病
気
の
原
因

妊
娠
し
て
い
る
母
体
の
洲
孑
が
乱
れ

て
、
体
の
働
き
が
悪
く
な
っ
て
お
こ
る

摘
気
で
す
。

妊
娠
中
の
節
制
か
守
ら
れ
す
、
疲
労

冬
は
、
と
く

に
府
ぷ
く
れ
で
戯
作
が
不
自
川
で
す
か

ら
、
家
人
も
虹
を
つ
け
た
い
も
の
で

す
。

お
年
寄
り
の
健
服
に
ス
ト
”
プ
を
か

け
る
の
は
、
決
し
て
大
き
な
澗
虹
で
は

な
く
、
カ
ゼ
、
単
純
な
下
痢
、
小
さ
な

ケ
ガ
な
ど
で
す
。

▽
冬
の
入
浴

急
に
、
あ
た
た
か
い
と
こ
ろ
か
ら
寒

い
と
こ
ろ
に
出
た
り
、
ま
た
、
そ
の
反

対
の
気
温
、
室
温
の
変
化
に
ざ
ら
さ
れ口

冬
と
妊
婦
さ
ん

し
や
す
い
の

で
す
。

家
の
中
の

シ
キ
イ
な
ど

ち
ょ
っ
と
し

た
尚
低
の
あ

る
と
こ
ろ
や

す
べ
り
や
す

い
廊
下
、
階

段
な
ど
で
こ

ろ
び
や
す
い

も
の
で
す
ｃ

病
鉱
、
貧

Ⅲ
、
商
Ⅲ

圧
な
ど
が

あ
っ
た
人

が
妊
娠
し

た
場
合
に

起
こ
り
や

す
い
の
で

す
。

三
つ
の

症
状
を
み

つ
け
よ
う

る
こ
と
は
、
血
圧
の
急
な
変
化
が
お
こ

る
の
で
、
さ
け
た
い
も
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
冬
の
入
浴
に
は
、
よ

く
蕪
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
冬
の
脱
衣
場

も
、
あ
た
た
か
い
こ
と
が
の
ぞ
ま
し
い

の
で
す
。

風
呂
の
温
度
は
、
あ
つ
す
ぎ
な
い
よ

う
に
し
ま
す
。
浴
棚
に
入
る
川
に
は
、

充
分
か
け
湯
を
し
て
身
体
を
お
湯
に
な

ら
し
ま
す
。
浴
棚
に
は
、
脈
か
に
入
り

ま
し
ょ
う
。
。

は
じ
め
か
ら
急
に
、
卿
ま
で
つ
か
ら

な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
心
臓
の
下
あ
た

り
ま
で
、
ま
ず
、
つ
か
り
、
そ
の
あ
と

肺
か
に
、
価
ま
で
つ
か
り
ま
し
ょ
う
。

長
湯
や
、
上
り
ぎ
わ
に
水
を
あ
び
る
こ

と
は
さ
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
湯
ざ
め

を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

△
腹
八
分
目
を
守
り
た
い

食
物
は
、
全
体
に
う
す
味
に
し
、
野

菜
、
海
草
も
允
分
と
り
、
一
日
一
本
牛

乳
を
と
り
た
邪
も
の
で
す
。

油
は
、
植
物
性
の
も
の
を
つ
か
い
ま

し
ょ
う
。
く
れ
ぐ
れ
も
腹
八
分
側
を
忘

れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

が
蔵
み
重
な
っ
た
り
、
栄
錐
の
と
り
方

が
か
た
よ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
以
伽
か

ら
符
ぞ
う
や
心
ぞ
う
、
肝
ぞ
う
な
ど
の

I ●

r

妊
娠
中
毒
症
に
は
次
〃
一
・
づ
の
症
状

か
あ
ら
わ
れ
ま
す
。

一
、
浮
脈
（
む
く
み
）

顔
や
手
か
は
れ
ぽ
っ
た
く
な
り
、

足
を
お
す
と
へ
っ
こ
ん
だ
り
す
る
。

そ
れ
が
浮
脆
（
む
く
み
）
で
す
。

二
、
尚
血
脈

Ⅲ
脈
が
聞
く
な
り
ま
す
。
雌
低
肌

圧
九
十
、
雌
尚
Ⅲ
圧
両
五
十
以
上
は

Ⅲ
圧
が
商
い
の
で
す
。
ふ
だ
ん
か
ら

ｎ
分
の
Ⅲ
圧
を
知
っ
て
お
き
、
妊
娠

巾
に
は
、
医
川
や
肋
順
蹄
か
ら
測
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

三
、
蛋
日
尿

出
川
眼
と
は
、
叫
休
に
必
要
な
出

白
面
が
服
に
出
て
く
る
状
態
で
す
。

こ
の
病
知
に
か
か
っ
た
と
き
ば

流
早
産
を
お
こ
し
や
す
く
な
り
、
胎

児
が
死
ん
だ
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
恐
ろ
し
い
の
は
、
川
蛎
後
、
母
体

に
異
附
が
お
こ
り
、
岐
恕
の
事
鰻
と
な

る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

予
防
は
定
期
検
診
で

こ
の
病
気
は
予
防
注
射
で
防
ぐ
と
い

う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

定
期
検
診
を
受
け
よ
う

イ
、
妊
娠
七
カ
月
ま
で
は
四
週
間
に

一
回

ロ
、
妊
娠
八
カ
月
’
九
カ
月
で
は
二

週
間
に
一
Ⅲ

ハ
、
妊
娠
十
カ
月
で
は
一
週
間
に
一

価
必
ず
検
診
を
受
け
、
異
幣
の
早
期
発

兇
、
早
期
治
縦
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

3hD
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ご
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
十
一
月
届
出
）

三
潟
和
人
（
友
悦
３
列
）
川
倉

中
村
敏
（
裕
長
男
）
喜
艮
巾

其
田
卓
総
（
舷
瑞
長
男
）
金
木

気
仙
康
代
（
勝
雄
長
女
）
金
木

白
川
服
彦
（
健
二
２
劉
）
川
倉

藤
元
陽
子
（
行
成
２
女
）
懸
艮
市

浜
川
希
（
一
夫
長
女
）
那
瀬

白
川
博
章
（
進
長
男
）
金
木

坪
井
卸
基
へ
誠
一
２
男
）
那
瀬

岡
川
ル
ミ
（
誠
一
長
女
）
群
艮
巾

外
崎
奈
美
（
陸
奥
夫
２
女
）
金
木

山
中
馴
美
（
功
長
女
）
班
瀬

近
藤
明
美
（
正
長
女
）
喜
良
巾

岡
川
美
千
代
（
義
人
長
女
）
喜
良
巾

商
柵
佳
織
（
節
男
長
女
）
喜
良
市

沢
田
恒
明
（
盟
年
３
兜
）
金
木

淵
山
美
果
（
臓
義
長
女
）
金
木

佐
藤
か
え
で
（
治
栄
長
女
）
金
木

中
村
宏
（
正
春
長
男
）
金
木

松
川
央
（
秀
満
長
男
一
那
瀬

田
中
真
紀
子
（
洋
志
夫
長
女
）
金
木

（
十
二
月
届
出
）

秋
元
美
朗
（
英
夫
３
男
）
金
木

伊
丸
岡
瑞
穂
（
幸
一
長
女
）
喜
良
市

白
川
麻
紀
（
昭
膳
３
女
）
金
木

古
川
善
軍
（
昭
則
長
男
）
喜
良
巾

今
さ
お
り
（
錠
麿
３
女
）
喜
良
巾

原
川
真
理
（
兼
五
郎
長
女
）
中
柏
木

塚
本
仲
隆
（
孝
２
兜
）
金
木

阿
部
継
仁
（
僧
一
長
男
｝
喜
良
市

夏
坂
直
樹
（
繁
孝
２
兜
）
金
木

三
上
照
子
（
卯
長
女
）
金
木

小
笠
原
央
人
（
司
艮
叫
）
金
木

斎
藤
大
輔
（
好
彦
長
男
）
潴
瀬

徳
田
有
花
（
長
弘
長
女
）
金
木

野
宮
一
紀
（
茂
治
長
男
）
金
木

須
郷
雄
史
（
久
術
長
男
）
金
木

削
濫
一
雫
繼
添
い
（
糯
久
舗
墜
郎
蕊
姉
磯
（
蠅
曲
鞭
鵡
協
醗
噸
〈
卿
１
鑿
灘
銀
雛
叫

須
崎
光
之
（
良
一
２
男
）
聯
瀬
（
砺
剛
ル
蠕
布
孵
鋤
建
翠
評
岫
耐
（
岬
轆
裡
一
搾
似
岫
醍
鋤
権
沢
獅
〈
岬
川
蚊
峨
繩
硫
郎
那
妙
刺
蜘
鮴

辮
羅
影
識
薊
岬
蕊
千
對
職
泓
釧
山
（
鵬
サ
饗
郁
郎
賊
鄙
賀
訓
み
幾
塑
郎
溺
群
岼

州
岬
耐
誌
一
弐
舞
塑
銅
一
椎
鮴
（
峪
州
む
私
弛
岼
刑
私
犯
如
錯
手
稗
（
軸
批
れ
味
池
鑑
硅
Ｋ
門
皿
蝿
峰
艸
祁
（
皿
川
辨
郷
帳
雑
郎
騨
蛇
晦
部
椰

爬
岬
肛
呼
一
誹
訓
張
塗
一
識
林
（
確
岬
峨
迦
熔
岬
園
鋤
岬
脇
叫
（
州
峪
峰
嘩
釧
峠
郎
科
鯏
純
森
杣
（
珊
耐
勝
郡
罐
釧
握
蜘
碓
所
岬

。
醸
釧
に
一
綱
識
亜
叫
一
銭
枠
（
鋤
糖
州
市
恥
鰄
弱
蜘
川
里
柳
（
制
州
秘
蛎
“
幟
纒
鋤
岫
川
岬
（
帷
州
夕
岬
燕
壺
眺
郎
匪
娚
川
川
柳

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
粘
酬
礼
辨
恥
心
錘
妙
州
奈
杣
（
紅
“
岬
刎
軽
に
郎
猩
妙
釧
川
柿
燕
岬
秘
雑
螂
据
郎
皿
娚
錬
衷
榊

（
十
一
月
脳
州
）
（
帥
確
蝿
泓
軸
唖
叫
感
鋤
跡
所
伽
（
排
彫
木
輌
鋤
噸
匪
蜘
錨
城
僻
愈
岾
孵
幸
確
稲
岬
浬
銅
柿
森
岬

忍
禮
三
謂
堺
三
一
》
》

（
十
一
月
川
川
）

河
恥
諺
讓
壼
識
諭
詔
鯨
恥
一
錨
孵
壁
剛
内
撚
囎
郎
魏
峅
繍
柵
燃
州
輌
挺
繊
巾

乃
榊
蜘
唾
恥
州
岬
》
岬
吋
州
州
州
帥
》
》
糾
斗
鮴
巾

（
十
二
月
川
川
）

訶
掛
畔
極
淋
華
握
蝿
誹
裡
（
十
二
月
届
出
）
鰊
岬
弘
那
煙
談
郎
醒
妙
岬
圭
矧
帥
椴
米
人
Ⅷ
添
迩
峠
躰
・

（
卦
岬
睡
密
婦
都
亟
露
妙
榊
垣
”
（
坤
却
葬
畦
面
魂
郎
圃
妙
鈍
州
（
幟
胴
剰
僻
雛
準
郎
那
鋤
諦
馬
細
恥
岬
壱
搾
一
祁
荊
一
識
御

●

●

(8）


